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裏表紙
大道芸 inとよはし

チャラン・ポ・ランタン

January1
  3 ［月］ 豊橋ニューイヤーズコンサート◉PLAT主ホール

8 ［土］ プラットワンコインコンサート こでまりデュオ「チューバとピアノで巡る20世紀」
◉PLATアートスペース

15 ［土］－16 ［日］ 二兎社『鷗外の怪談』◉PLAT主ホール

16 ［日］ 西垣恵弾 ピアノ&ヴァイオリンコンサート◉PLATアートスペース

22 ［土］ 第9回桜丘高等学校・ダンス部自主公演「I LOVE YOU」◉PLAT主ホール

22 ［土］ なごやかあな こんさ～と◉PLATアートスペース

23 ［日］ 豊橋落語天狗連 第8回新春天狗連名人会？◉PLATアートスペース

25 ［火］ 人を育てる 街を育てる◉PLAT主ホール
　　　　 豊橋演劇鑑賞会 第288回例会 劇団NLT公演 『OG』 ◉PLAT主ホール

29 ［土］－30 ［日］ PLAT小劇場シリーズ
 水戸芸術館ACM劇場＆ラ コンチャン近藤芳正 Solo Work『ナイフ』
◉PLATアートスペース

30 ［日］ 第20回とよはしまちなかスロータウン映画祭
 オープニングイベント 役所広司 シネマ&トーク◉PLAT主ホール

February2
  5 ［土］－6 ［日］ 令和3年度 東三河高等学校演劇合同発表会
◉PLAT主ホール

  5 ［土］ 第20回とよはしまちなかスロータウン映画祭
　　　　 スロータウンアフターアワーズ 「街の上で」ライブ副音声上演
◉PLATアートスペース

  5 ［土］－6 ［日］ 第20回とよはしまちなかスロータウン映画祭
 スロータウンシネマ◉PLATアートスペース

12 ［土］－13 ［日］ 令和3年度 東三河高等学校演劇合同発表会
◉PLATアートスペース

12 ［土］ 第20回とよはしまちなかスロータウン映画祭
　　　　 スロータウンアフターアワーズ 
「Arc」特別上映シネマ&トーク
　　　　 ◉PLATアートスペース

12 ［土］－13 ［日］ 第20回とよはしまちなかスロータウン映画祭
 スロータウンシネマ◉PLATアートスペース

15 ［火］－18 ［金］ 令和3（2021）年度 ステージラボ豊橋セッション
　　　　 ◉PLAT主ホールほか

19 ［土］ とよはしまちなかスロータウン映画祭20周年記念
 ピーター・バラカン Special
　　　　 ◉PLATアートスペース

19 ［土］－20 ［日］ 第20回とよはしまちなかスロータウン映画祭
 スロータウンシネマ◉PLATアートスペース

20 ［日］ あゆちウインドオーケストラ 第3回定期演奏会◉PLAT主ホール

23 ［水・祝］ 映画「愁いの王 宮沢賢治」上映会◉PLATアートスペース

26 ［土］ 第20回とよはしまちなかスロータウン映画祭
　　　　 スロータウンアフターアワーズ 「アメイジング・グレイス アレサ・フランクリン」
　　　　 〈手を叩き足を踏み鳴らす♪〉参加型上映◉PLATアートスペース

26 ［土］－27 ［日］ 第20回とよはしまちなかスロータウン映画祭
 スロータウンシネマ◉PLATアートスペース

5May

  4 ［水・祝］－5 ［木・祝］ とよはしアートフェスティバル2022 大道芸 inとよはし
　　　　  ◉PLAT主ホール、アートスペース

  8 ［日］ 城バレエスタジオ 第1回ミニコンサート◉PLATアートスペース

  9 ［月］ 国際芸術祭「あいち2022」関連講演会◉PLATアートスペース

13 ［金］－15 ［日］ パルコ・プロデュース2022『セールスマンの死』
　　　　  ◉PLAT主ホール

18 ［水］－19 ［木］ 豊橋演劇鑑賞会 第290回例会 

　　　　  文学座『一銭陶貨 ～七億分の一の奇跡～』◉PLAT主ホール

20 ［金］ 松原健之コンサート◉PLAT主ホール

21 ［土］ プラットワンコインコンサート 
　　　　  こでまりデュオ『チューバとピアノで誘うファンタジー』
　　　　  ◉PLATアートスペース

22 ［日］ あゆちウインドオーケストラ 第３回定期演奏会◉PLAT主ホール

23 ［月］ 桂文我独演会◉PLATアートスペース

28 ［土］－29 ［日］ 『ロビー・ヒーロー』◉PLAT主ホール

28 ［土］ 新津くらら 無伴奏ヴァイオリンリサイタル
　　　　  ◉PLATアートスペース

June6
  ピティナ・ピアノステップ ◉PLATアートスペース    5 ［日］

PLATダンス・レジデンス作品集 10 ［金］－11 ［土］
京極朋彦『カイロー』 BATIK『春の祭典』　　　　  

　　　　  冨士山アネット『Unrelated to You』　　　　  
　　　　  ◉PLATアートスペース　　　　  

 満帆会 日本舞踊発表会 ◉PLAT主ホール 12 ［日］
三河インテリアコーディネータークラブ 講演会 15 ［水］

◉PLATアートスペース　　　　  

ドリコムセミナー2022医療・教育・福祉・健康系 16 ［木］
オール学校ガイダンス　　　　  
◉PLATアートスペース　　　　  

『黄昏』 ◉PLAT主ホール 18 ［土］－19 ［日］
Hoge Band 還暦記念ライブ  19 ［日］

◉PLATアートスペース　　　　  

イキウメ『関数ドミノ』◉PLAT主ホール 25 ［土］
第40回アコーディオンコンサート 26 ［日］
　　　　  ◉PLATアートスペース　　　　  

『フォーティンブラス』 28 ［火］－30 ［木］
　　　　  ◉PLAT主ホール　　　　  



ココナッツ山本
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ゼロコ ［パントマイム］
息抜き？気分転換？そんな時には、さぁお茶しよう！せわしない日常の中で、ほっと一息リズムを変えて。笑いあり、驚きあり、じんわり、しみじみ、ほのぼのしちゃう。ポットの紅茶を飲み終わるまでの魔法の時間！

:1
リスクのコントロールが難しいので、劇場の中で継続
しつつ、条件さえ良くなれば表に出ていくことができれ
ばと、今年も準備をしています。
橋本――屋外での大道芸と劇場でのステージでは、
まったく同じ喜びを伝えられるかというと、ちょっとチュー
ニングが違うんですよね。環境が整ったステージ上で
一本勝負でお客さんと対峙し、しっかりと見せられる人
たちを今回は選んでいます。
矢作――本日はゼロコのお二人にもお話を伺いたいと
思います。まず、橋本さんからご紹介いただけますでしょ
うか。

橋本――劇場公演に力を入れているのが、この二人の
特徴です。自分たちの世界観をキープした上で、お客さ
んとの掛け合いの力がある。パントマイムだけで面白
かったとしっかりと言える作品を舞台上にちゃんとつくれ
る。ゼロコならではの切り口の、絶妙なラインのコメディと
笑い。他の人たちとは違う笑いを必ず持ってきてくれる。
矢作――お二人は、どのようなところから大道芸を始め
たのでしょうか。

濱口――二人とも舞台出身ですが、僕は舞台と同時に
大道芸もやり始め、ソロの大道芸で路上に出たのです。
角谷と舞台で知り合って、僕は大道芸の魅力をすごく感
じていて、一緒に外でもやらないかと誘いました。
矢作――もともとお芝居自体もマイムを中心としたもの
だったのですか。

濱口――ストレートプレイをやっていたのですが、二人
に共通して口下手な部分があって、パントマイムという
セリフのない表現に出会い、僕らにも居場所があった
ことが嬉しくて、のめり込んでいきました。
角谷――セリフのある芝居では劣等感を抱えていたの
ですが、マイムと出会ったときに、これなら自分でもでき
ることがあるかもしれないというインパクトがありました。

橋本――大道芸と劇場でのパフォーマンスでは、何か
意識の違いはあるのかな。
濱口――劇場ではお客さんに集中力がありますが、ス
トリートでは外的な要因が強い。すごく集中力があると
きもあれば、赤ちゃんも泣くし犬も吠える。そういったす
べてを演出として解釈しています。赤ちゃんが泣いたら
必ず台本や段取りを差し置いて、今この場では赤ちゃ
んが泣いているということがみんなに共通の出来事なの
で、それを優先する。そういう心がけが僕たちの手法に

矢作――PLATが開館する前年、2012年のゴールデン
ウィークから「大道芸 inとよはし」をスタートして今回で
11回目です。
橋本――コロナ禍では大道芸のフェスティバルが出来
なかったところがいくつもあるのですが、その中でも豊橋
ではやれる形を模索してずっと灯を絶やさずにいてくれ
たことに感謝しています。スポーツも劇場公演も、ライブ
もなんとか出来ているけれど、全国的に屋外でのお祭り

なっていっている。

角谷――劇場はブラックボックスなので想像の余地も
いっぱいあるのですが、ストリートはその場でしかない
ことができて、そこにしかないものをとりあえず使って、
思い切って色々なことができる感じもある。
濱口――ストリートで主にやっている演目は「ティータイ
ム」。ゼロコのルールは、お茶を飲むだけと決めていま
す。一応ネタはいくつかあるのですが、何か起きたら脱
線はいくらでもできる構造にしています。お茶を飲んで、
もう一杯飲み終わったらショーは終わりです。用意した
台本が一度もでてこなかったこともありますし、遊びすぎ
てお茶を飲むというルールさえも破ったこともある。
橋本――お客さんの前では嘘がつけないよね。その場
の環境と呼吸を一緒に共有しながら、どう楽しむかを
一緒につくっていく意識が大道芸では無視できないん
じゃないかなと思います。
矢作――今回は劇場の中でやっていただく予定です
が、年齢制限はないので、小さなお子さんからお年寄り
まで、いろんな方に来ていただけます。
橋本――前回のゼロコは、劇場の中が子どもたちの笑
い声で満たされた。子どもたちのキャーとかケラケラとか
は、非常に豊かな時間だなと思います。
矢作――そういう客席とのコミュニケーションをとても楽
しみにしています。ゼロコさん以外の芸人の方を何人
かご紹介いただけますか。
橋本――去年も出演したチャラン・ポ・ランタンという
姉妹ユニットは、大ヒットドラマ「逃げ恥」のオープニン
グ曲も担当したミュージシャンですが、大道芸が元々
のベースにあるから一味違う。お客さんとの距離感や
世界観のつくり方も、やはり音楽の中でも大道芸という
違うフィールドを取り入れている人たちならではの力があ
る。舞踏のネコ☆ソギ、フラメンコのオジロス、コメディ
のFUNNY BONESも登場します。色々なアーティスト
をピックアップして、いわゆる大道芸というイメージが固
定化しない方がいいと思っています。「大道芸ってジャ
グリングでしょう？」とか「パントマイムでしょう？」とか言わ
れることもありますが、そもそも大道芸って超抽象的。全
部のジャンルを包括し、表現を劇場ではなく屋外を
使って皆さんに届けるのが大道芸です。その中には細
かなジャンルの区別がありません。
矢作――楽しみですね。大道芸という一言の中に非常
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5月4日［水・祝］10:30～18:00

5月5日［木・祝］10:30～16:30

会場＝PLAT主ホール、アートスペース

とよはしアートフェスティバル2022

大道芸inとよはし
ゴールデンウィークは豊橋に大道芸がやってくる！

や不特定多数の人を集めるイベントがやれていませ
ん。今まで大道芸は、何かが起こっても場所を要しない
し、日本が厳しかったら海外に行けばどこでもやれた。
それが全世界、一斉に路上がストップ。大道芸人が何
もできない三年間でした。
矢作――元来は普段劇場に足を運ぶことがない人たち
にも、街中でパフォーマンスに出会う楽しさを提供する
ためにスタートしたのが大道芸でした。屋外では感染

に幅の広いさまざまなパフォーマンスをお届けすること
によって、「あ、これ好き！」というのを見つけて欲しいで
すね。

橋本――いつも意識しているのは全体でのハーモニー
です。いろんなジャンルのパフォーマーを集めたとき、
ハーモニーがあると跳ね、ハレーションを起こすと跳ね
ないのです。このジャンルではこれを選ぼう、でもこの
ジャンルがいるならあのジャンルがいてほしい、という

ように、全体のバランスを見ながら、全体の空気が一
つのしっかりとしたフェスになるかを考えています。
矢作――お二人に、今回出演していただく芸人さんの
皆さんを代表して、一言メッセージをお願いします。
濱口――去年は全然違うジャンルともいえる雅楽の方
とご一緒しましたが、ゼロコや他のパフォーマーを観に
来た方からすると、雅楽は意外かもしれない。逆に雅
楽を観に来た方にとっては僕たちの存在は異色だった
と思います。今好きなものを選べる時代に、思いがけな
いものに出会える場があるということが衝撃でした。そう
いったものを皆さんに体験していただきたいなと思って
います。

角谷――本当に出演者の方がバラエティ豊かで、いろ
んな角度で感性を刺激されます。とはいえ、もう何も考
えずとにかく楽しんでいただければと思います。
濱口――興味がなかった人が興味を持って立ち止まる
のは、大道芸の醍醐味ですよね。
矢作――普段劇場に足を運ばない
人たちにパフォーマンスの楽しさを提
供することで、最終的には巡り巡って
劇場にも気軽に来ていただければと
思っています。ありがとうございます。

とよはしアートフェスティバル2022

大道芸
inとよはし
5月4日［水・祝］・5日［木・祝］
会場＝PLAT主ホール、
　　　アートスペース

竹内 直 

Old & New Dream Jazz 

Orchestra［ビッグバンド］

これからの日本のジ
ャズ界を背

負って立つ才能あふ
れる新進の

ミュージシャンと、竹内
直を筆頭と

するベテランミュー
ジシャンによる

ナインピースJazzオーケストラ。こ

れだけのメンバーが
一堂に会するこ

と、それだけで奇跡とい
える最高の

ラインナップ。世代を
超えた才能

が、本気の音楽、Jazzの真髄をお

届けする一夜限りのス
ペシャル

LIVE!!

オジロス ［フラメンコ］
激しく情熱的な踊りと、かき鳴らされるギター。人生の喜怒哀楽を物語る情緒的で官能的な旋律！スペイン・アンダルシアにルーツを持つフラメンコ。飛び散る汗と迫力は、強く、激しく、心と魂に響き渡ります！
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FUNNY BONES
［パペット・コメディ］世界を旅する芸人クリスとけー

ぼー。2人がカバンを開くと、おも

ちゃ箱のように楽しさがあふれだす !

特に巨大なゾンビのパペット
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ココナッツ山本
 ［コメディ］

うさん臭さ溢
れるジャケ

ットと漂う

オーラ。この
男、見るからに

怪しす

ぎる。アクが
強い、アクしか

ない！で

も嫌いじゃな
い…。いや

、むしろ好

きだ！そう、こ
の面白さ、吸

い寄せら

れて離れられ
ない…。ココ

ナッツ。

観客の吸引力
が変わらない

、ただ

ひとつの大道
芸人！

ゼロコ ［パントマイム］
息抜き？気分転換？そんな時には、さぁお茶しよう！せわしない日常の中で、ほっと一息リズムを変えて。笑いあり、驚きあり、じんわり、しみじみ、ほのぼのしちゃう。ポットの紅茶を飲み終わるまでの魔法の時間！

:1

リスクのコントロールが難しいので、劇場の中で継続
しつつ、条件さえ良くなれば表に出ていくことができれ
ばと、今年も準備をしています。
橋本――屋外での大道芸と劇場でのステージでは、
まったく同じ喜びを伝えられるかというと、ちょっとチュー
ニングが違うんですよね。環境が整ったステージ上で
一本勝負でお客さんと対峙し、しっかりと見せられる人
たちを今回は選んでいます。
矢作――本日はゼロコのお二人にもお話を伺いたいと
思います。まず、橋本さんからご紹介いただけますでしょ
うか。

橋本――劇場公演に力を入れているのが、この二人の
特徴です。自分たちの世界観をキープした上で、お客さ
んとの掛け合いの力がある。パントマイムだけで面白
かったとしっかりと言える作品を舞台上にちゃんとつくれ
る。ゼロコならではの切り口の、絶妙なラインのコメディと
笑い。他の人たちとは違う笑いを必ず持ってきてくれる。
矢作――お二人は、どのようなところから大道芸を始め
たのでしょうか。

濱口――二人とも舞台出身ですが、僕は舞台と同時に
大道芸もやり始め、ソロの大道芸で路上に出たのです。
角谷と舞台で知り合って、僕は大道芸の魅力をすごく感
じていて、一緒に外でもやらないかと誘いました。
矢作――もともとお芝居自体もマイムを中心としたもの
だったのですか。

濱口――ストレートプレイをやっていたのですが、二人
に共通して口下手な部分があって、パントマイムという
セリフのない表現に出会い、僕らにも居場所があった
ことが嬉しくて、のめり込んでいきました。
角谷――セリフのある芝居では劣等感を抱えていたの
ですが、マイムと出会ったときに、これなら自分でもでき
ることがあるかもしれないというインパクトがありました。

橋本――大道芸と劇場でのパフォーマンスでは、何か
意識の違いはあるのかな。
濱口――劇場ではお客さんに集中力がありますが、ス
トリートでは外的な要因が強い。すごく集中力があると
きもあれば、赤ちゃんも泣くし犬も吠える。そういったす
べてを演出として解釈しています。赤ちゃんが泣いたら
必ず台本や段取りを差し置いて、今この場では赤ちゃ
んが泣いているということがみんなに共通の出来事なの
で、それを優先する。そういう心がけが僕たちの手法に

矢作――PLATが開館する前年、2012年のゴールデン
ウィークから「大道芸 inとよはし」をスタートして今回で
11回目です。
橋本――コロナ禍では大道芸のフェスティバルが出来
なかったところがいくつもあるのですが、その中でも豊橋
ではやれる形を模索してずっと灯を絶やさずにいてくれ
たことに感謝しています。スポーツも劇場公演も、ライブ
もなんとか出来ているけれど、全国的に屋外でのお祭り

なっていっている。

角谷――劇場はブラックボックスなので想像の余地も
いっぱいあるのですが、ストリートはその場でしかない
ことができて、そこにしかないものをとりあえず使って、
思い切って色々なことができる感じもある。
濱口――ストリートで主にやっている演目は「ティータイ
ム」。ゼロコのルールは、お茶を飲むだけと決めていま
す。一応ネタはいくつかあるのですが、何か起きたら脱
線はいくらでもできる構造にしています。お茶を飲んで、
もう一杯飲み終わったらショーは終わりです。用意した
台本が一度もでてこなかったこともありますし、遊びすぎ
てお茶を飲むというルールさえも破ったこともある。
橋本――お客さんの前では嘘がつけないよね。その場
の環境と呼吸を一緒に共有しながら、どう楽しむかを
一緒につくっていく意識が大道芸では無視できないん
じゃないかなと思います。
矢作――今回は劇場の中でやっていただく予定です
が、年齢制限はないので、小さなお子さんからお年寄り
まで、いろんな方に来ていただけます。
橋本――前回のゼロコは、劇場の中が子どもたちの笑
い声で満たされた。子どもたちのキャーとかケラケラとか
は、非常に豊かな時間だなと思います。
矢作――そういう客席とのコミュニケーションをとても楽
しみにしています。ゼロコさん以外の芸人の方を何人
かご紹介いただけますか。
橋本――去年も出演したチャラン・ポ・ランタンという
姉妹ユニットは、大ヒットドラマ「逃げ恥」のオープニン
グ曲も担当したミュージシャンですが、大道芸が元々
のベースにあるから一味違う。お客さんとの距離感や
世界観のつくり方も、やはり音楽の中でも大道芸という
違うフィールドを取り入れている人たちならではの力があ
る。舞踏のネコ☆ソギ、フラメンコのオジロス、コメディ
のFUNNY BONESも登場します。色々なアーティスト
をピックアップして、いわゆる大道芸というイメージが固
定化しない方がいいと思っています。「大道芸ってジャ
グリングでしょう？」とか「パントマイムでしょう？」とか言わ
れることもありますが、そもそも大道芸って超抽象的。全
部のジャンルを包括し、表現を劇場ではなく屋外を
使って皆さんに届けるのが大道芸です。その中には細
かなジャンルの区別がありません。
矢作――楽しみですね。大道芸という一言の中に非常
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5月4日［水・祝］10:30～18:00

5月5日［木・祝］10:30～16:30

会場＝PLAT主ホール、アートスペース

とよはしアートフェスティバル2022

大道芸inとよはし
ゴールデンウィークは豊橋に大道芸がやってくる！

や不特定多数の人を集めるイベントがやれていませ
ん。今まで大道芸は、何かが起こっても場所を要しない
し、日本が厳しかったら海外に行けばどこでもやれた。
それが全世界、一斉に路上がストップ。大道芸人が何
もできない三年間でした。
矢作――元来は普段劇場に足を運ぶことがない人たち
にも、街中でパフォーマンスに出会う楽しさを提供する
ためにスタートしたのが大道芸でした。屋外では感染

に幅の広いさまざまなパフォーマンスをお届けすること
によって、「あ、これ好き！」というのを見つけて欲しいで
すね。

橋本――いつも意識しているのは全体でのハーモニー
です。いろんなジャンルのパフォーマーを集めたとき、
ハーモニーがあると跳ね、ハレーションを起こすと跳ね
ないのです。このジャンルではこれを選ぼう、でもこの
ジャンルがいるならあのジャンルがいてほしい、という

ように、全体のバランスを見ながら、全体の空気が一
つのしっかりとしたフェスになるかを考えています。
矢作――お二人に、今回出演していただく芸人さんの
皆さんを代表して、一言メッセージをお願いします。
濱口――去年は全然違うジャンルともいえる雅楽の方
とご一緒しましたが、ゼロコや他のパフォーマーを観に
来た方からすると、雅楽は意外かもしれない。逆に雅
楽を観に来た方にとっては僕たちの存在は異色だった
と思います。今好きなものを選べる時代に、思いがけな
いものに出会える場があるということが衝撃でした。そう
いったものを皆さんに体験していただきたいなと思って
います。

角谷――本当に出演者の方がバラエティ豊かで、いろ
んな角度で感性を刺激されます。とはいえ、もう何も考
えずとにかく楽しんでいただければと思います。
濱口――興味がなかった人が興味を持って立ち止まる
のは、大道芸の醍醐味ですよね。
矢作――普段劇場に足を運ばない
人たちにパフォーマンスの楽しさを提
供することで、最終的には巡り巡って
劇場にも気軽に来ていただければと
思っています。ありがとうございます。

とよはしアートフェスティバル2022

大道芸
inとよはし
5月4日［水・祝］・5日［木・祝］
会場＝PLAT主ホール、
　　　アートスペース

竹内 直 

Old & New Dream Jazz 

Orchestra［ビッグバンド］

これからの日本のジ
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れる新進の

ミュージシャンと、竹内
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一堂に会するこ
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ラインナップ。世代を
超えた才能

が、本気の音楽、Jazzの真髄をお

届けする一夜限りのス
ペシャル

LIVE!!

オジロス ［フラメンコ］
激しく情熱的な踊りと、かき鳴らされるギター。人生の喜怒哀楽を物語る情緒的で官能的な旋律！スペイン・アンダルシアにルーツを持つフラメンコ。飛び散る汗と迫力は、強く、激しく、心と魂に響き渡ります！
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FUNNY BONES
［パペット・コメディ］世界を旅する芸人クリスとけー
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上栗―― 2014年にBATIKが上演したダンス公演『落
ち合っている』の中の劇中劇として『春の祭典』がありま
したが、このときすでに一つの作品として『春の祭典』
の構想はあったのでしょうか。
黒田――『落ち合っている』を発表した後も、『春の祭
典』を上演する機会を持ちたいとずっと思っていました。
2020年度にPLATで滞在制作をさせて頂いたときもで
すが、『春の祭典』は何度もスタジオパフォーマンスで
試みています。ソロや群舞など様々な形で上演すること
で、BATIKのダンサーの実力を上げていくという素材
にもなっていく作品でした。スタジオパフォーマンスを
繰り返すことの大きな意義がダンサーの育成ですが、
一方、舞台で上演する作品を創作するということは、作
品の本質を表すために、その本質を暴いていくという事
で、この作品は絶対舞台に乗せないと成仏しないと思っ
たのです。

上栗――この10年はスタジオパフォーマンスとその再
演、そして市民向けのワークショップショーイングなどの
比重が増えていますが、意図されているのでしょうか。
黒田――強い意志をもってそういう形にしているとは言
い切れない側面があって。でもそれがだんだん私にとっ
て価値のある事なんだ、非常に学ばせてもらう、強くな
れることなんだってわかってきました。ワークショップを

するために活動をするという事ではないんですけど、ひょ
うたんから駒で、本当にいろんなものを教えていただき
ました。

上栗――作品作りについて、依頼があって作る方が、
黒田さんの中では作りやすいのですか。
黒田――ご依頼いただいてもイメージが湧かないという
か、絵が降ってこなかったら作れないので、ご依頼いた
だいたときは「できるかわかりませんけど、もし絵が見え
たらすぐご連絡します。お待ちください」って言って「うー
ん」って考えると、必ず降りてくるんです。見えたってなっ
たらお引き受けしますし、自分の作品もそうです。依頼
をお受けするかできないかは別として、見えたら作りま
す。だけど、見えなかったら私は一切動かないです。
上栗――黒田さんにとっての『春の祭典』の魅力を、ご
自身のことばで語るとすると。
黒田――楽曲自体は禍々しいものを感じますし、あん
まり好きじゃないです。だけど、『落ち合っている』を作っ
たときは妊娠中で、母になるという幸せをかみしめてい
るときに、この反対側は何だろうと思ったら、頭の中に
『春の祭典』が流れ、子どもを食い殺す母親の物語が
パラパラマンガみたいに見えたのです。もちろん美し
い旋律もありますが、やはり怖いなと思います。何か暗
号のようなものとか、呪文のようなものを感じます。家で
掛けて聴きたいとは思わないですが、たぶん、一番幸
せなときにあの曲が必要だったのだと思います。それ
が、絵と共に私に降りてきたのだと思います。
上栗――コロナ前後で映像や新しいオファーも増えら
れたと思うのですが、何か変化はありましたか。
黒田――今は東京のスタジオをお借りできていますが、

冨士山アネット／2003年結成。
作家・演出家・振付家の長谷
川寧が代表を務める。異ジャ
ンルとのコラボレーションを
通じ作品の本質を見詰め直
す「疑・ジャンル」をテーマとす
る。近年の活動として、21年
KYOTO CHOREOGRAPHY 
AWARDファイナリスト採択、
22年ロンドン［ELECTRIC 
JAPAN2022］フェスティバル
招聘。代表の長谷川寧の外
部構成・演出・振付作として、
［死刑執行中脱獄進行中］(原
作 :荒木飛呂彦 /15)等。

BATIK／黒田育世の振付に
よる創作を中心としたダンスカ
ンパニー。02年に設立、主な
作品に『SIDE B』『SHOKU』
『ペンダントイヴ』『おたる鳥を
よぶ準備』など世界16ヵ国で
作品を上演。17年に新作
『T H E  R E L I G I O N  O F  
BIRDS』を発表、各地で好評
を博した。敢えてバレエのテ
クニックを基礎にもったカンパ
ニーとして、多様化するコンテ
ンポラリーダンスの表現の中
で「踊ること」にこだわった活動
を行っている。

京極朋彦［きょうごく・ともひこ］
／ダンサー・振付家。京極朋
彦ダンス企画主宰。平成27年
度文化庁新進芸術家海外派
遣事業研修員としてウィーン
　　　　 にて研修。ソロダ     
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
ンス
『カイロー』
を2010年初演から
今までに5か国11都
市で上演。17年より兵庫県に
移住、ダンサー・振付家の伊
東歌織と「京極WORKS」を
立ち上げ、子供からシニア世
代まで、人と地域と芸術を繋ぐ
創作活動を行っている。

:2
日々色々な場所を転々とするときもあります。緊急事態
宣言などが出ると公共施設は閉鎖してしまい、稽古が
できなくなり、羽根を取られたような気持ちになります。手
足をもがれたような、ものすごい不自由を感じるんです
ね。感染対策もして、ガイドラインも守る、何でも言うこと
を聞きますから稽古をさせて、作らせて、と。今はもう本
当に自分のスペースが欲しいですね。だって何のため
に生きているのかわからなくなってしまう。作品を作るた
めに生まれ、踊るために生きているのに、これができな
くなると、もう怒りですよね（笑）。自分の一番大事なもの
を取られた感じで。
上栗―― 2020年のコロナ禍において作ることの必要性
を実感した滞在でした。豊橋としては「お帰りなさい」と
いう気持ちで、楽しみにしている方がたくさんいると思
います。

黒田――あの日々は、ホントに充実して、ありがたい
の極みで、若いダンサーたちは、10日弱でみんなたく
ましくなりました。若いうちは、ああいう感じで週5とか、
週6で本当に踊り続けていたら絶対うまくなる。BATIK
は私の娘のような存在なので、やはり環境は差し上げ
たい。だってあの10日間であんなに体ごと変わっちゃう
んだから、どれだけ上り詰められるか。20代は毎日踊り
続ければいいと思っていますが、バイトもしないといけ
ないし、コロナでスタジオも閉まりました。私は小さいけ
どスタジオがあるので自分でトレーニングを毎日できま
したが、みんなは家具を避けたりして、何とかやってい
たみたいです。

上栗――ダンサーとの関係性で気をつけておられること
をお聞かせください。
黒田――上下関係みたいになりがちだけれど、お互い

に役割が違う関係でいたいですね。私は振付をする人、
みんなはそれを踊る人で、上下はなく。その機能を最大
限に活かして対等でいたい。ただ、経験が違うので、
お伝えできることはあります。振付はダンサーに伝えるこ
とが山のようにあり、しかも非常に抽象的で、それを、
つかみ取ってもらわないといけない。理解する以上の理
解が必要になるわけです。伝わるように話す時って、自
分のことは信じていなくても、相手のことは信じないと渡
せない。あなたを信じますという気持ちにならないと、伝
えようという心も湧きあがらないというか。そういうことを
繰り返して、ダンサーを信じる体質になりました。それが
たぶんコミュニケーションなのだと思います。エネル
ギーは使いますが、信じないとやっぱり作品は作れな
い。要するにダンサーに私の見ている絵が伝わらない
限り作品は実現しないので、自分ひとりでできるもの
じゃないから、私が見ている世界をくみ取ってもらわな
いといけないので、その作業というのが、私がまずダン
サーを信じるということです。かつ、ダンサーはたぶん
私の作品を信じてくれているかどうかはわからないです
けれども、ダンサーを信じるように私は自分の見た絵を
信じているんです。自分ではないから。自分がやりたい
ことでも何でもないから。他人にとってはたぶん信ぴょう
性のないものだと思います。私が説明できるわけでもな
いし、私はやりたいことは何もないんです。自分の中に
何も持っていない。ただ全部見えるんです。本当に。私
に訪れてくれたものだから、やらなきゃいけない、立体
化しないといけない。こういうものを踊ってもらう訳です
から、信じないとできないですね。
上栗――楽しみにしています。ありがとうございました。
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京極朋彦
「カイロー」

写真：Oriol Molló

冨士山アネット
「Unrelated to You」
写真：Hajime Kato

BATIK
「春の祭典」
写真：関暁

PLAT
ダンス・レジデンス

作品集6月10日［金］19：00開演  

6月11日［土］14:30開演
会場＝PLATアートスペース

京極朋彦「カイロー」
振付・演出・出演＝京極朋彦 ［2020年度滞在］ 

BATIK「春の祭典」 

「ダンス・レジデンス」創作作品
振付・演出＝黒田育世  出演＝加賀谷香、BATIK ［2020年度滞在］

冨士山アネット「Unrelated to You」
構成・演出・振付・映像＝長谷川寧 ［2018年度滞在］  出演・共同振付＝南雲麻衣

上演順未定

豊橋アーティスト・イン・レジデンス「ダンス・レジデ
ンス」でこれまで滞在制作した3組による贅沢なト
リプルビル。代表作や近年発表した作品、豊橋で創
作した作品を、PLATならではのセレクションで上演。
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6月25日［土］13:00開演
作・演出＝前川知大

出演＝浜田信也、安井順平、盛 隆二、森下 創、大窪人衛／
温水洋一、小野ゆり子、太田緑ロランス、川嶋由莉

会場＝PLAT主ホール

イキウメ
『関数ドミノ』

スーパーマンは実在する、しかもそれは日本人だ。

矢作――今回『関数ドミノ』を再演するにあたり、どんな
ことを考えられたのでしょうか。
前川――昨年上演した『外の道』の次の新作は来年の
春にと考えていて、それで今年は再演をと思っていまし
た。以前、『関数ドミノ』に続きがあるとしたら派手なスー
パーヒーローの話になり、きっと面白くなるのじゃないか
と書いたことがありました。僕的には冗談で書いたけど、
プロデューサーが「面白いんじゃないの」って。劇団員
も乗り気で。じゃあキャストもシャッフルしてと話が進み
ました。

矢作――安井さんは俳優として、もう一度どうチャレン
ジしたいと思われているのでしょうか。
安井――劇団員にも『関数ドミノ』のファンが多いんで
す。だから「またやるのか」という感じはなかった。誰が
何をやるのか。もちろん、誰がどこをやっても、新しい『関
数ドミノ』になり、楽しみです。
矢作――キャスティングをシャッフルしながら、どのよう
に考えて作品作りをするのでしょうか。
前川――一応ルールとして、決めつけを一切しない。
だから全然違う解釈とか、違う見せ方とか。美術や役
が変わったり、脚本を書き直したりと、前回やったこと
を踏まえて違うことをやる。もちろん切り口は稽古初日に
提示するので、新鮮な感じでできるのではないかな。
安井――これだけ空いていたら、色々ともう忘れている
し、自分たちも、「あそこはああしとければ」とか、「あの
ときとは違うことを」とかが、稽古していく段階で自然と
出てくると思います。
前川―― 8年も空いているから、結構「おお」となるな
という気はします。本家だからこそできる、台本
に縛られなさもある。イキウメ以外の演出家と
俳優たちだと、もとからある台本を手掛かり
にしますが、僕らはそこから解放され、より
自由だから変えられるのかもしれない。
矢作――劇団員に安定した男優5人
がいて、みんな一緒に年齢や人生を
重ね、それが具体的ではないにしても、
戯曲に反映されるということでしょうか。
前川――配役を考えるときに、初演は
女性が演じた役を再演では男性がや
り、今回はまた女性に戻る。今まで劇団
員の森下創の役ではなかったのに、彼

前川知大［まえかわ・ともひろ］
／劇作家・演出家。2003年結
成のイキウメを主宰。目に見
えないものと人間との関わり、
日常の裏側にある世界からの
人間の心理を描く。空間と時
間を同時に編集するシームレ
スな演出が特徴。「外の道」
「天の敵」「太陽」「散歩する侵
略者」「獣の柱」など、SFや哲
学、オカルト、ホラー作品の
創作と公演活動を続ける。国
内演劇賞を多数受賞し、「散
歩する侵略者」（黒沢清監督）
他、舞台作品が多数映画化さ
れている。

安井順平［やすい・じゅんぺ
い］／1995年よりお笑い芸人、
2007年より俳優として活動し、
2014年「地下室の手記」「片
鱗」で第21回読売演劇大賞
優秀男優賞を受賞。劇団イキ
ウメにも所属。舞台・映画・ドラ
マと多方面で活躍中。近年の
主な出演作にNetflix「新聞記
者」、KTV「ドクターホワイト」、
CX「めぐる。」、大河ドラマ「青
天を衝け」、映画「燃えよ剣」な
どがあり、映画「極主夫道」の
公開も控える。

:3

でやってみたら面白いのではないかというようなことが、
必要に迫られて出てくる。14年版は、安井さんが演じ
た『地下室の手記』の主人公のキャラクターがすごく近
いから、彼を真壁役にはめ込んだ。それは、初演で描
いていた若者の自意識の問題ではなく、結構いい年し
た人の存在意義まで描く世界を分厚くできると思いまし
た。その時々のタイミングというか、時期があります。
安井―― 2017年に瀬戸康史さん主演で上演された
バージョンは、物語は希望で終わります。僕が主演の
バージョンでは、絶望でした。同じ作品で、180度違う
エンディングが待っているという、そのギャップはすご
い。「書けない」と最後のシーンの台本がなかなか出来
上がらなかったのを覚えています。最後消滅するので、
「カーテンコールも出ないほうがいいですか」と聞いた
のですが「出てください」と。
矢作――そこから8年、劇団として、劇作家・演出家と
して、変わったと思うところはありますか。
前川――主人公の真壁が抱えている問題が、格差の
下の方に追いやられて、そこから動けなくなっている人

たちや、個人的な悩みだったものが社会的な悩みに変
わったのが、この8年だと思うのです。その辺のことが、
多分入ってきます。
矢作――作品を作るにあたって、劇団員とのクリエイ
ション作業は、どうされているのですか。
前川――台本は僕一人で書いていますが、初稿がその
ままではない。再演でも書き直しとなると、稽古場で意
見を出し合って直します。大きく動くときは、構成も変
わります。

矢作――劇団員としては、そういうプロセスを楽しんで
いらっしゃるのでしょうか。

安井――前川さんは枠組みをカッチリ決めていますが、
その枠組みの中で自由にという感じ。勝手に動いても、
前川さんのやりたいことが見えていればOKです。それ
でみんなが納得して進んでいるので、作るプロセスは
やはり楽しいですね。
矢作――毎回、外部から初めて参加される方に、前川
さんは、どんなことを心掛けているのですか。
前川――稽古が始まる前に個別で会って二人でお話し

する時間を取ることは意識してやっています。劇団員も、
初めての人とはまず仲間になってほしい。フラットで何
でも言えるのが、やはり一番ですね。
安井――いい旅館だったな、また来よっかな、と思われ
たいですもんね。

前川――それは大事。作品を作るために利用するわけ
ではない。作っているときは、劇団員も劇団員でない人
も関係ない。フラットな関係性を作れると、また次もあると
思います。
矢作――安井さんが思う前川さんの魅力、イキウメの
魅力はどういうところでしょうか。
安井――笑いを取るセンスも切り口も、言葉の選び方
も、すべてが好みだった。それで、参加させてもらいまし
た。1本目の『散歩する侵略者』は、シリアスな宇宙人
の役。2本目の『表と裏と、その向こう』は、「安井さんの
本業を活かしたキャラクターを作りました」と、笑いのセ
ンスが大事な役。レコードのB面から聞いてもらって、
次にA面をやらせていただいた。そのとき前川さんに
「セリフどうやって書いていますか、喋りながら書いてい
ませんか」と質問したら、「音に出して書いています」と
言われたので、それで合点がいきました。点や丸の位
置が、ことごとく「わかるぞ」という感じです。前川さんに
安井順平の新しい面白さを引きだしてもらい、個性的
なキャラクターとしてお客さんに見てもらえるようになり、
劇団員の役割もちょっとずつ変わっていったと思います。
矢作――最後に、豊橋で観る方にメッセージをお願い
します。

前川――前回の『外の道』は、最先端で尖った作品で
したが、それからすると『関数ドミノ』は、エンタメっぽく、
いわゆるイキウメのイメージに近く、『外の道』でちょっと
難しいなと思った人も楽しめると思います。前回は最新
のもの、今回は再演されているものの中で初演が一番
古いものですので、ぜひ観てもらいたいなと思います。
安井――イキウメの作品の中では、比較的分かりやす
く、誰しも共感できるところからスタートします。みんな
一度は神様に願っただろうし、願ってもかなわなかった
こともあるだろうし、それを真壁という人間に感情移入し
ながら進んでいけるので、楽しみに待っていていただ
きたいなと思います。
矢作――ありがとうございます。
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桑原―― PLATの芸術文化アドバイザーは芸術監督に
近い役割になるのですが、就任以降、「芸術監督ってど
んな役割ですか？」というお話を芸術監督の皆様からお
伺いする対談をしています。就任当初から小川さんに
お話を伺いたいと思っていて、5月に新国立劇場で『ロ
ビー・ヒーロー』の演出をさせて頂くということもあり、やっ
とチャンスが巡ってきました。よろしくおねがいします。
　作品を作るにあたって、小川さんは話し合いやコミュ
ニケーションを大事にしていると伺いました。それはア
メリカでの経験が大きかったのですか。
小川――そうですね、大きいと思います。演出家の方
によってそれぞれ個別に演出方法をお持ちだと思うので
すが、私はアメリカで学んだ演出方法を元に自分なり
に工夫している感じです。俳優さんにもそれぞれのやり
方がありますし、私の方法が一方的な押し付けになら
ないように、話し合いながら、お互いを知り合いながら
進めることが必要なので、稽古場でのコミュニケーショ
ンはとても重要だと感じています。
桑原――小川さんが芸術監督に就任してからの取り組
みの中で私がすごく興奮したことに、フルキャストオー
ディションがあります。以前は、まったく無名の俳優が
新国立劇場プロデュースに出るという道筋の想像がつ
かなかったのですが、それはどんなお考えがあったので
すか。

小川――オーディションはすごく大事というか、やりた
いとずっと思っていました。オーディションを経ることで、
稽古場には「この作品をやるぞ」と前のめりになってくだ
さっている方が集まっているので、それが充実した稽古
への推進力にもなりますし、この時点で作品作りの第一
歩が終わっているというか（笑）。ただ、始めた当初は
本当に応募してくれる人なんているんだろうか、という
不安はありました。
桑原――本当ですか！？KAKUTAの劇団員も、「新国
立劇場のオーディションを受けていいですか」とみんな
燃えていましたし、実際選ばれた方々には、「この人も
オーディション受けたんだ」という方もいらっしゃいまし
た。そして選ばれた役者同士でモチベーションを共有
するのはすごくいいなと思いました。
　日本の公共劇場の芸術監督に小川さんが30代の
若さで就任したことも注目されたのですが、お話があった
ときに、まだ自分には早いなという感覚はありましたか？ 
小川――正直、最初は「何人に断られたのだろう」と思
いました（笑）。私は自分の演出作品で手一杯でした
から、そんなお話が来るなんて1ミクロンも考えていませ
んでした。でも、私に何かを期待されてお声がけを頂
いたんだと思うから、それに応えなくてはいけない。私
の考えが合っている間違っているかはさて置き、ある方
向性を指し示すことに芸術監督の意味がある。また、
私個人以上に、私たちの世代全体への期待を込めて
の選出だったのかなとも思いますので、同世代やもっと
若い世代の方々がより多く活躍できる場を作りたいなと
思いました。次の世代の人たちに、自分が嬉しかった

ことはそのまま、逆に苦しかったことは少しでも減らした
環境を渡すことができたらいいなと強く思っています。
桑原――芸術監督になると決断したとき、具体的にど
んなことを考えたのですか。
小川――幅広い観客層へのリーチ、国内外を含めた
作り手との繋がり、演劇の作り方の実験、フルオーディ
ション、ディベロップメント、ワークショップ、海外招聘、
とやりたいことは山のようにありました。始められること
から始めて、非常に時間がかかるけれど、一つ一つ擦
り合わせしながら進めています。常に試行錯誤の繰り
返しではありますが。
桑原――最初から「私がやるからにはこう改革するぞ」と
いうよりも、徐々に積み重ねていったという感覚ですか。
小川――そうですね。新国立劇場と一緒にやりたいなと
思ってくれる人が少しでも増えるといいなと思っていまし
た。そのために、新国立劇場のものの考え方だったり、
作り方だったり、人間だったりを、少しでも興味を持って

小川絵梨子［おがわ・えりこ］
／ 2004年、ニューヨーク・アク
ターズスタジオ大学院演出部
卒業。06～ 07年、平成17
年度文化庁新進芸術家海外
研修制度研修生。18年9月よ
り新国立劇場の演劇芸術監
督に就任。近年の演出作品に、
『ダウト～疑いについての寓
話』『検察側の証人』など。新
国立劇場では『キネマの天地』
『タージマハルの衛兵』『骨と
十字架』『スカイライト』『1984』
などの演出のほか、『かもめ』
『ウィンズロウ・ボーイ』の翻訳
も手がける。

もらえるように、信じてもらえるようにしていくにはどうし
たらいいかとずっと考えてきました。
桑原――芸術監督として社会との繫がりをどうお考えで
すか。『ロビー・ヒーロー』の演出のお話しをいただいた
ときに、現在にアンテナを張っている印象があったの
ですが。

小川――私自身はあまり政治的な事に精通している人
間ではないので、なぜ、今この作品を上演するのかや、
なぜそれが必要だと思ったのかなどを説明で述べる時
には、自分の言葉で説明できないことは駄目だ、知ら
ないまま分かったように何かを言うことは絶対しちゃい
けないなと思っていて。アンテナを張るというよりは、自
分が社会の一員として興味が湧いているところと演劇
が繋がっていると思っています。
桑原――小川さんは、思ったこと、自分が気になること
に対して正直で忠実で、ごくごくもっともな部分から発想
したことが現代的な視点を持った企画に繋がっているよ

うに思います。フルオーディションもそれまで私たちの
思っていた概念を壊してくださいました。小川さんが自
然体に探っていったことが、とても新鮮にいろんな人た
ちに届いているのだと感じました。
小川――そんなふうに言っていただいて励みになります。
ありがとうございます。

桑原――最後に、今後挑戦したいことはありますでしょ
うか。

小川――コロナが収まったら、劇場に集まってやる企画、
演劇をやったことのない方も体験できるワークショップと
か、公演以外のこともやりたいです。また、若い演出家
たちが集まって、情報交換とか愚痴を言い合ったりしな
がら、楽に繋がれる場所を作りたいですね。
　作品をお届けすると、どうしても誰かのジャッジが入り
ます。それは創作物としてお見せしている以上当然なの
ですが、作り手にとってはそれだけではなく、ジャッジが
入らない環境でのトライ＆エラーの繰り返しもＯＫ！とい

う場が必要です。そうすることで、どんな人でも
チームで一緒に、時間を積み重ねなが
ら演劇を作っていける。そういう場を提
供できる劇場でありたいと思います。
桑原――ノージャッジで、ものづ
くりは始めていいんだと。すごく
勇気をもらいました。ありがとう
ございました。
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『ロビー・ヒーロー』

チケットの購入・お問合せ　
プラットチケットセンター
◉劇場窓口・電話0532-39-3090［休館日を除く10：00－19：00］◉オンライン
http://toyohashi-at.jp［24時間受付・要事前登録］◉チケット販売＝販売初日は
オンライン・電話のみ取り扱い。翌日以降、残席がある場合は窓口販売あり。

PLAT主催・共催公演情報

4/25 ［月］18:30開演

立川志の輔 独演会
古典、新作問わず落語に新しい息吹を吹き込む、大人気の立川志の
輔による独演会です。
●出演＝立川志の輔●会場＝PLAT主ホール

4/30 ［土］14:00開演

プラット2022年度  プログラム説明会
2022年度、プラットがお贈りする主催・共催プログラムをご紹介いたし
ます。
●会場＝PLATアートスペース
●料金＝無料（要整理券または劇場ホームぺージから要申込）
※整理券は劇場1階窓口にて配布中

5/4 ［水・祝］10:30／13:00／15:30／17:00

5/5 ［木・祝］10:30／12:00／13:30／15:00

とよはしアートフェスティバル2022

大道芸 in とよはし
ゴールデンウィークは、世界で活躍する大道芸人が豊橋に大集合！
●会場＝PLAT主ホール、アートスペース●料金＝無料（要整理券）
※整理券は劇場1階窓口にて配布中

5/13 ［金］18:00開演

5/14 ［土］12:00開演／17:00開演

5/15 ［日］13:00開演

『セールスマンの死』
世界中の名優が演じ続けてきたアーサー・ミラーの代表作『セールスマ
ンの死』。舞台に映像に充実した活動を続けゆるぎないポジションを
築き上げた段田安則。65歳を迎える節目の年に更なる飛躍を求め、い
よいよ演劇界の金字塔に挑む！
●作＝アーサー・ミラー●翻訳＝広田敦郎●演出＝ショーン・ホームズ
●出演＝段田安則、鈴木保奈美、福士誠治、林遣都／前原滉、山岸
門人、町田マリー、皆本麻帆、安宅陽子／鶴見辰吾、高橋克実●会
場＝PLAT主ホール●料金＝［全席指定］一般11,000円ほか

5/28 ［土］13:00開演

5/29 ［日］13:00開演

『ロビー・ヒーロー』
●作＝ケネス・ロナーガン●翻訳＝浦辺千鶴●演出＝桑原裕子●出
演＝中村蒼、岡本玲、板橋駿谷、瑞木健太郎●会場＝PLAT主ホー
ル●料金＝［全席指定］S席5,500円、A席4,000円ほか※5月28日
（土）は終演後トークあり。29日（日）は視覚に障害のある方のための舞
台説明会あり（要事前予約）。

U25・高校生以下割引ご案内 
ほぼすべての財団主催公演に、若い人にお得な料金を設定しています。
◉料金＝U25［25歳以下］：公演ごとに指定する席種の半額／高校生以下：1,000円◉購入方法＝各
公演の一般発売初日から取扱い。◉その他＝本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。座席の指
定はできません。 要・入場時本人確認書類提示。一部例外あり。詳細は各公演チラシ・HPにて。

6/10 ［金］19:00開演

6/11 ［土］14:30開演

PLATダンス・レジデンス 作品集
●会員先行＝4月16日（土）●一般＝4月23日（土）●上演作品＝京
極朋彦『カイロー』、BATIK『春の祭典』、冨士山アネット『Unrelated to 

You』●会場＝PLATアートスペース●料金＝［全席自由・日時指定・整
理番号付き］一般3,500円ほか

6/18 ［土］14:00開演

6/19 ［日］12:00開演

『黄昏』
1978年に初演、以来日本を含む世界各地で上演され、ゴールデング
ローブ脚本賞を受賞した作品が豊橋に初登場！
●作＝アーネスト・トンプソン●翻訳＝青井陽治●演出＝鵜山仁●出
演＝高橋惠子／瀬奈じゅん、松村雄基／石田圭祐ほか●会場＝
PLAT主ホール●料金＝［全席指定］8,800円

6/25 ［土］13:00開演

イキウメ『関数ドミノ』
●会員先行＝4月16日（土）●一般＝4月29日（金・祝）●作・演出＝
前川知大●会場＝PLAT主ホール●料金＝［全席指定］S席5,800

円、A席4,000円ほか

7/13 ［水］19:00開演

7/14 ［木］13:00開演
オフィス3〇〇

『私の恋人 beyond』
芥川賞作家・上田岳弘の同名作品をベースに、渡辺えり流の切り口で
贈る音楽劇！
●会員先行＝4月23日（土）●一般＝5月7日（土）●作・演出＝渡辺
えり●原作＝上田岳弘「私の恋人」（新潮社）●出演＝小日向文世、の
ん、渡辺えりほか●会場＝PLAT主ホール●料金＝［全席指定］S席
7,500円、A席5,500円、B席4,000円ほか※各発売日初日はお一人
様1申込につき1公演4枚までの枚数制限あり。
［特別協賛＝サーラグループ］

8/6 ［土］13:00開演

8/7 ［日］13:00開演

マームとジプシー『cocoon』
人気漫画家・今日マチ子が沖縄戦に動員された少女達に着想を得て
描いた同名作品を脚本・演出家の藤田貴大によって舞台化、女学生た
ちのかしましくも平凡な学園生活が戦争によって否応なしに死と隣り合
わせの日常へ変わっていく様を描いた作品が、豊橋に再登場！
●会員先行＝5月28日（土）●一般＝6月11日（土）●原作＝今日マ
チ子「cocoon」（秋田書店）●演出＝藤田貴大●音楽＝原田郁子●出
演＝青柳いづみ、小泉まき、菊池明明ほか●会場＝PLAT主ホール
●料金＝［全席指定］S席5,000円、A席3,000円ほか

8/23 ［火］15:00開演

8/24 ［水］14:00開演
プラット親子わくわくプログラム2022

『ククノチ テクテク マナツノ ボウケン』
振付家・北村明子と現代美術家・大小島真木による鮮やかな視覚効果
が注目のダンス作品。「夏休み」をテーマに自然や生命をめぐります。
●会員先行＝6月18日（土）●一般＝6月25日（土）●振付・演出＝
北村明子●美術＝大小島真木●会場＝PLATアートスペース●料金
＝［全席自由・整理番号付き］大人3,500円、U25 1,700円、こども（高
校生以下）500円

若手音楽家育成事業

プラットワンコインコンサート
「若い音楽家には活躍の場を、お客様にはより音楽を楽しめる機会を」
と企画されたPLATオリジナルのワンコインコンサートです。500円で
贅沢なひとときをお過ごしください。
●会場＝PLATアートスペース
●料金＝［全席自由・整理番号付き］500円

4/27 ［水］14:00開演
『歌う 魅せる 寄り添うヴァイオリン』
辻純佳（ヴァイオリン）

5/21 ［土］17:00開演
『チューバとピアノで誘うファンタジー』
こでまりデュオ  磯谷莉佳（ピアノ）、加藤由依子（チューバ）

7/16 ［土］14:00開演
『静かなる真実』
波多野菫（ピアノ）
●会員・一般発売同時＝5月20日（金）

8/2 ［火］14：00開演
『ボンジュール・アゼリア！～フレンチな音楽はいかが？～』
Quintet Azalea［クインテット・アゼリア］
西前菜々子（クラリネット）、成田萌（ヴァイオリン）、本間京（ヴァイオリ
ン）、三浦可菜（ヴィオラ）、稲田悠佑（チェロ）
●会員・一般発売同時＝5月20日（金）

9/2 ［金］18:30開演
『Prayer for peace ～平和への祈り…そして、願い～』
山本愛花音（ピアノ）
●会員・一般発売同時＝5月20日（金）

マイセレクト
2022

マイセレクト4対象公演託児サービス対象公演
要予約。生後6ヶ月以上。
お一人様500円。お申込み、お問合
せはプラットチケットセンターまで

小日向文世長谷川 寧 ©Marc Doradzillo

（富士山アネット）
「外の道」 舞台写真（2021年） 撮影：田中亜紀黒田育世 ©関暁

（BATIK）
京極朋彦 のん 渡辺えり

オフィス3〇〇
『私の恋人 beyond』イキウメ マームとジプシー『cocoon』 プラット親子わくわくプログラム『ククノチ テクテク マナツノ ボウケン』PLATダンス・レジデンス 作品集

いざな

高校生と創る演劇 「新作公演」
高校生出演者&スタッフ募集
公募による高校生出演者とスタッフが、劇場やプロのスタッフとともに上
演する演劇の第9弾。今年は脚本に田坂哲郎、演出に川口智子を迎
え、新作戯曲を上演します。
●対象＝2004年4月2日から2007年4月1日までの方●定員＝出
演者：12名程度、スタッフ：若干名●審査＝5月6日（金）～ 8日（日）
のいずれか●申込方法＝4月22日（金）17:00までにオンライン申込
み、又は参加申込書に必要事項を記入の上、窓口に持参か郵送。

市民と創造する演劇 「新作公演」  出演者募集
公募による出演者が、劇場やプロのスタッフとともに上演する演劇の第9

弾。□字ック主宰で劇作家・演出家の山田佳奈を上演台本・演出に迎
え、W.シェイクスピア『ロミオとジュリエット』を原案に書き下ろした新作
を上演します。
●対象＝高校生以上でワークショップ、稽古、公演日（2023年3月4

日・5日）に参加できる方●定員＝30名程度●審査＝7月9 日（土）・
10日（日）のいずれか。●申込方法＝4月30日（日）申込開始。6月
21日（火）17:00までにオンライン申込み、又は参加申込書に必要事
項を記入の上、窓口に持参か郵送。

樋口ミユ  戯曲創作講座2022
劇作家・演出家の樋口ミユを講師に招き、「劇作」を学びつつ、全6回
の講座で1人1万字以下の短編戯曲を書き上げ、1冊の戯曲集を発
行することを目指す講座です。
5月22日［日］～ 7月10日［日］ 【全6回】
●講師＝樋口ミユ●会場＝PLAT研修室（小）●参加費＝一般：
10,000円、U25：7,500円、高校生：5,000円●対象＝全6回全てに
参加できる高校生以上の方。戯曲執筆経験の有無は問いませんが、
文章執筆経験のある方。●募集人数＝7名（書類選考あり）●申込方法
＝5月8日（日）までに①参加申込書を窓口、FAXにて提出②劇場ホー
ムページの専用申込フォームより

若手音楽家育成事業

プラットワンコインコンサート2022  出演者募集
音楽鑑賞の普及と同時に、豊橋および三河地域にゆかりのある若手音
楽家に演奏の機会を提供し、地域の若手音楽家らの支援・育成を目
的としたプラットワンコインコンサート。劇場と共にコンサートをつくり、
出演する若手音楽家を募集します。
※応募条件・詳細は劇場ホームぺージをご確認ください。
●審査＝［一次］書類［二次］実技：6月28日（火）～ 30日（木）のいず
れか16:00以降●申込方法＝5月20日（金）までに必要書類を窓口に
提出か郵送（当日消印有効）

共催

共催
好評発売中

予定枚数終了
6月11日のみ 8月23日のみ

7月14日のみ

5月28日のみ

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

2022マイセレクト

2022マイセレクト

2022マイセレクト

2022マイセレクト

8月6日のみ
2022マイセレクト
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〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町123番地  
電話＝0532-39-8810［代表］
開館＝9：00－22：00  休館日＝第三月曜・年末・年始。
第三月曜が祝日の場合はその翌平日。
豊橋駅（JR東海道新幹線、東海道本線、名古屋鉄道）、
新豊橋駅（豊橋鉄道渥美線）直結。豊橋駅南口から徒歩3分。
※駐車場はありません。公共交通機関をご利用いただくか、
お近くの公共駐車場等をご利用ください。

プラットフレンズ募集
入会金・年会費無料
特典
1 公演情報をメールでご案内します。
2 インターネットでチケット予約ができます。
3 主催公演のチケットを一般発売に先がけてご予約できます。
※劇場窓口またはホームページからご登録いただけます。

U25・高校生以下割引ご案内
ほぼすべての財団主催公演に、
若い人にお得な料金を設定しています。
◉料金
U25［25歳以下］：公演ごとに指定する席種の半額
高校生以下：1,000円
◉購入方法
各公演の一般発売初日から取扱い。
◉その他
本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。
座席の指定はできません。 要・入場時本人確認書類提示。
一部例外あり。詳細は各公演チラシ・HPにて。

令和4年6月1日からの劇場代表電話の
受付時間変更について
穂の国とよはし芸術劇場の代表電話の受付時間を、令和4年
6月1日（水）より以下の通りといたします。なお、開館時間・休
館日につきまして変更はございません。
◉代表電話番号　0532-39-8810
◉電話受付時間　9:00～20:00（休館日除く）
◉対応開始日　　令和4年6月1日（水）

チケットの購入・お問合せ
プラットチケットセンター
電話･窓口
0532-39-3090 ［休館日を除く10：00－19：00］
オンライン

http://toyohashi-at.jp ［24時間受付・要事前登録］

広告募集

外科・内科・胃腸科・麻酔科・肛門科

医療法人栄真会 伊藤医院  
豊橋市小池町字原下35  電話45-5283（代）

看板広告  アラキスタヂオ
豊橋市上伝馬町16  電話52-5586番

事務局／0532-62-9259（小川恵司）

有限会社 魚伊
電話52-5256

グロトリアンピアノ地域特約店

白羽楽器 株式会社
電話053-464-3015

井上皮フ科クリニック
診療時間　月・火・木・金 10:00～13:00 16:00～19:00　
　　　　　土 10:00～14:00 　　  休診日＝水・日・祝
電話0532-55-7007  愛知県豊橋市向山町字中畑13-1 マイルストーン1F

プラス・ワンの付加価値をお客様に提供いたします。

豊橋市小池町36番地の1 TEL46-3281 FAX46-3285

整形外科・皮膚科・リウマチ科・リハビリテーション科

医療法人  大岩整形外科・皮フ科
院長 大岩俊久  豊橋市大橋通二丁目115 電話55-2100

ISO 9001  ISO 14001  愛知ブランド企業  認証・認定取得
株式会社 三光製作所
三光精密工業株式会社
豊橋市佐藤一丁目12番地の3

伝統的工芸品豊橋筆  
書道用品専門店

豊橋市呉服町四拾四番地 電話52-5514

豊橋市新本町40  電話52-5473番

豊橋名産

創業文政年間

プラット主ホール・アートスペース公演等へのお客様は
30分150円を30分100円（上限4時間まで）に割引します。

整形外科・リハビリテーション科・リウマチ科・麻酔科

　 医療法人  塩之谷整形外科
理事長 塩之谷 昌
豊橋市植田町関取54  電話0532-25-2115（代）

豊橋銀行協会  （順不同）

三菱UFJ銀行
三井住友銀行
十六銀行

みずほ銀行
三井住友信託銀行
愛知銀行

静岡銀行
清水銀行
中京銀行

名古屋銀行
第三銀行
大垣共立銀行

産婦人科  婦人科（不妊治療）
豊橋市新本町23 豊橋 竹内産婦人科 検索

調理と製菓のおいしい資格。

豊橋調理製菓専門学校
豊橋市八町通一丁目22-2  TEL53-2809

本と文具なら

TEL.54-2345

創業江戸 御茶席菓子専門 店

現
代
の
日
本
に
生
き
て
い
る

皆
さ
ん
に
共
鳴
で
き
る
舞
台
。

段
田
安
則 

出
演

初めて本作をご覧になられた時の感想は
段田――二十歳くらいの時に初めて滝沢修さんが演じ
られた作品を拝見しました。その時は、「これがあの有
名な名作か」くらいの印象だったのですが、あれから
45年が経ち、今の年齢で台本を読むと感じ入ることも
多くありますね。やはり素晴らしい本だなと思い、お引
き受けしましたが、一年半ぶりくらいの舞台なので「よし、
やるぞ！」という気持ちと「大丈夫かな、僕でいいのかな」
という両方の気持ちがある状態です。
名優たちが演じられてきた役ですが
段田――それを考えると、これはマズイぞ、と (笑 )。でも、
今は演出家のショーンさんに委ねてなんとかやってやる
ぞ！と気合を入れています。優れた台本なので、その台
本に忠実にやれば、自然に僕なりのウィリー・ローマン
が出来上がるのではないかと考えています。その前にち
ゃんとセリフを覚えないとね。(笑 )
昔と今の違いに葛藤するローマン、段田さんはいかが
ですか

段田――気持ちは20代30代の頃と変わりませんが、

身体がね。例えばスポーツ選手ならピークを迎えた後
は難しいですが、俳優は、セリフ覚えなど歳をとることで
難しくなることもありますが、ありがたいことに、若い頃に
はできなかった役ができるようになったりします。若い
頃には何でもない「ありがとう」というひと言のセリフが、
年配の先輩が言うとこんなにも良いんだなぁと思った記
憶があるんです。セリフに付随しているものが、歳を重
ねることによって若い頃よりも意図せずに滲み出てくるの
かなと感じています。
最後にメッセージを
段田――悲しい暗いお話ではありますが、現代の日本
に生きてる男性、女性、若者、年配の多くの皆さんの
心が動きやすく、共鳴できる魅力的な舞台だと思います。
是非、劇場にお出かけください！

豊橋市上野町字上ノ山21‒８アイネスD2  障害年金専門社会保険労務士 竹下英司

作＝アーサー・ミラー 翻訳＝広田敦郎 演出＝ショーン・ホームズ
出演＝段田安則 鈴木保奈美 福士誠治 林遣都／前原滉 山岸門人 町田マリー 皆本麻帆 安宅陽子／鶴見辰吾 高橋克実

『セールスマンの死』
5月13日［金］18:00開演   5月14日［土］12:00開演／17:00開演   5月15日［日］13:00開演
会場＝PLAT主ホール

段田安則［だんた・やすのり］／
俳優。 1957年京都市出身。81
年、野田秀樹氏主宰の劇団夢
の遊眠社に入団。92年の劇団
解散まで主力俳優として活躍。
話題のドラマにも数多く出演、近

年ではNHK連続テレビ小説
「カムカムエヴリバディ」「和田家
の人々 (テレビ朝日 )」「半沢直
樹（TBS）」など話題作に多数出
演。読売演劇大賞大賞・最優秀
男優賞など受賞歴多数。
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